
      

■
「
国
際
共
創
学
科
」
の
設
置
に
寄
せ
て 

総
合
科
学
部
同
窓
会 
会
長 

前
延 

国
治 

 
新
た
な
文
理
融
合

型
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
を
通
じ
て
国

際

社

会

の

抱

え

る

様
々
な
問
題
や
課
題

の
解
明
と
解
決
を
目

指
さ
れ
る
学
科
の
創
設
、
総
合
科
学
部
を
卒
業
し

た
者
と
し
て
、
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も
に
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

重
点
的
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
養
成
を
目
標
と
さ

れ
た
大
学
院
研
究
科
の
新
設
の
時
に
も
、
こ
れ
か

ら
の
学
部
の
躍
進
や
卒
業
生
の
更
な
る
活
躍
に
期

待
し
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
が
、
今
般
の
国
際
化

が
広
く
深
く
浸
透
し
、
異
な
る
文
化
が
輻
輳
す
る

社
会
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
時
代
の
申
し
子
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

 

私
達
は
異
文
化
と
触
れ
合
う
時
、
新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
る
一
方
で
摩
擦
や
軋
轢
も
あ
り
ま
す
が
、

互
い
を
認
め
合
う
中
で
、
互
い
に
う
ま
く
付
き
合

う
知
恵
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
国
際
的
舞
台
で
必
要

な
経
験
を
積
め
る
学
び
の
場
に
は
、
斬
新
さ
と
国

際
化
の
先
駆
け
と
し
て
の
使
命
を
果
た
そ
う
と
さ

れ
て
い
る
学
科
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
す
し
、
卒

業
生
と
し
て
は
、
社
会
で
一
翼
を
担
う
者
と
し
て
、

現
場
の
実
情
、
今
の
社
会
の
動
き
を
お
伝
え
す
る

な
ど
し
て
、
何
か
し
ら
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
も

思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
学
部
や
学
科
、
関
係
者
の
皆
様
と

と
も
に
、
頼
り
に
な
る
同
窓
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

■
総
合
科
学
部
同
窓
会
と
は 

 

同
窓
会
の
現
在
の
会
員
は
、
学
部
と
院
の
卒

業
・
修
了
生
や
教
職
員
ら
約
７
千
人
。
卒
業
生
は

国
内
外
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
「
マ

ス
コ
ミ
総
科
会
」
な
ど
、
業
界
や
職
場
で
の
支
部

活
動
も
あ
り
ま
す
。
他
の
学
部
の
同
窓
会
や
後
援

会
と
と
も
に
広
島
大
学
校
友
会
を
構
成
し
て
い
ま

す
。 

 

同
窓
会
は
、
年
１
回
の
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
発

行
、
３
年
に
１
度
の
同
窓
会
名
簿
発
行
、
同
窓
会

大
会
（
２
０
０
４
、
０
９
、
１
４
年
）
の
開
催
を

続
け
て
い
ま
す
。
大
会
は
今
後
、
１０
年
ご
と
の
学

部
記
念
行
事
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
会
の
運
営
や
企
画
は
、
会
長
・
前
延
国
治
（
５１

＝
１
９
７
６
環
境
）
ら
理
事
２５
人
（
う
ち
１６
人
は

教
員
）
が
協
議
し
ま
す
。
同
窓
会
は
、
総
科
の
「
源

流
」
と
さ
れ
る
旧
制
広
島
高
等
学
校
の
同
窓
会
と

の
交
流
も
あ
り
ま
す
。 

 
頼
り
に
し
ん
さ
い 

―
同
窓
会
か
ら
現
役
生
へ 

★ 同窓会略史 ★ 
1974 年６月 学部創立 
1981 年５月 同窓会発会式（中区・広島国際ホテル） 
1993 年３月 東広島市への移転が完了 
1994 年６月 学部創立 20 周年記念行事 
1996 年３月 「同窓会だより」発刊 
2004 年８月 学部創立 30 周年・同窓会大会 
2009 年８月 学部創立 35 周年・同窓会大会 
2014 年８月 学部創立 40 周年・同窓会大会 
2015 年 12 月 15 年版会員名簿発行 
2018 年 4 月 国際共創学科設置 
2024 年８月 学部創立 50 周年・同窓会大会（予定）
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Ｏ
Ｂ
随
想  

そ
う
か･･･

あ
の
頃  

「
学
生
研
究
室
の
リ
ア
ル
」 

田
中
伸
武 

（
１
９
７
７
年
度
入
学
・
社
会
文
化
コ
ー
ス
） 

 

総
科
が
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
時
代
。

本
館
の
半
地
下
に
１
年
生
専
用
「
学
生
研
究
室
」

＝
写
真
（
１
９
７
７
年
度
冬
ご
ろ
）
＝
が
あ
っ
た
。

個
人
ロ
ッ
カ
ー
が
並
び
、
椅
子
や
大
机
、
黒
板
な

ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
ケ
ー
タ
イ
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

も
な
い
当
時
は
伝
言
板
が
頼
り
。
学
生
研
究
室
は

た
ま
り
場
と
し
て
毎
日
多
く
の
仲
間
が
集
い
、
笑

い
と
涙
が
渦
巻
く
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
だ
っ
た
。 

思
い
出
深
い

の
は
、
秋
の
大

学
祭
に
「
総
科

１
年
集
団
」
と

し
て
参
画
し
た

こ
と
だ
。
①
学

長
選
挙
を
パ
ロ

デ
ィ
に
し
た
８

㍉
映
画
を
製
作

②
市
中
パ
レ
ー

ド
で
「
総
科
音

頭
」
を
乱
舞
③

学
生
研
究
室
を

喫
茶
店
に
改
装
し
営
業
―
い
ず
れ
も
大
盛
り
上
が

り
で
、
同
期
生
の
絆
は
ひ
と
き
わ
強
ま
っ
た
。 

 

「
飛
翔
」
と
は
別
の
自
主
的
な
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
い

ん
て
ぐ
れ
い
と
」
も
月
刊
で
発
行
し
た
。
編
集
室

は
学
生
研
究
室
。
詩
や
随
筆
、
当
局
や
学
生
団
体

へ
の
批
評
も
集
ま
っ
た
。
版
下
作
り
や
謄
写
印
刷

は
手
作
業
。
皆
が
顔
突
き
合
わ
せ
て
製
作
、
配
布

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
リ
ア
ル
に
行
き

来
し
た
。 

「
総
科
は
１
年
時
に
理
系
と
文
系
の
学
生
が
一

緒
に
過
ご
し
、
刺
激
し
あ
う
の
が
長
所
」
と
言
わ

れ
る
。
学
生
研
究
室
は
、
そ
の
発
現
の
場
だ
っ
た
。

ミ
ニ
コ
ミ
や
大
学
祭
企
画
を
生
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。｢

本
分｣

で
あ
る
２
年
次
以

降
の
学
際
研
究
に
も
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
に
違
い
な

い
。 

 

現
在
の
１
年
生
は
、
ど
ん
な
た
ま
り
場
を
持
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
も
活
用
し
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
僕
た
ち
に
と
っ
て
は
、
あ
の
熱
気
あ
ふ
れ

る
学
生
研
究
室
が
最
も
リ
ア
ル
な
同
級
生
交
流
の

断
面
だ
。 

今
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
大
型
店
に
変
貌
し
た

元
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
を
通
る
時
、
僕
は
あ
の
部
屋

の
あ
っ
た
あ
た
り
を
つ
い
見
回
す
の
で
あ
る
。 

〈
入
会
金
と
会
費
〉
入
会
金
２
千
円
、
年
会
費
３

千
円
で
す
。
入
学
の
際
、
入
会
金
と
卒
業
後
３
年

分
の
年
会
費
の
計
１
万
１
千
円
の
払
い
込
み
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
も
払
い
込
み
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、「
同
窓
会
だ
よ
り
」

郵
送
時
に
払
込
用
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

〈
現
役
生
を
支
援
〉
同
窓
会
は
、
オ
リ
キ
ャ
ン
の

資
金
支
援
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の
景
品
提
供

な
ど
で
現
役
生
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
同
種
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
同
窓
会
役
員
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
就
職
活
動
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。 

 

■
理
事
（
五
十
音
順
） 

【
学
外
】
秋
信
裕
子
（
広
島
テ
レ
ビ
）
金
山
努
（
中

国
新
聞
社
）
上
小
城
敬
幸
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
田
中
伸
武

（
中
国
新
聞
社
）
畑
尾
武
海
（
中
国
四
国
博
報
堂
）

馬
場
啓
之
（
広
島
エ
フ
エ
ム
放
送
）
藤
本
迪
子
（
広

島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
）
宝
官
浩
之
（
鹿
島
建
設
）
前

延
国
治
（
東
広
島
市
）
【
学
内
】
岩
永
誠
（
研
究
科

長
）、
大
村
尚
、
小
川
景
子
、
荻
田
典
男
、
坂
田
桐

子
、
坂
田
省
吾
、
隅
谷
孝
洋
、
竹
田
一
彦
、
田
原

光
広
、
長
登
康
、
林
光
緒
、
東
谷
誠
二
、
平
山
恭

之
、
古
川
康
雄
、
宗
尻
修
治
、
山
本
幹
雄 
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